
平成１９年第３回防府市議会定例会会議録（その５） 

 

○平成１９年９月２８日（金曜日） 

 

○議事日程 

  平成１９年９月２８日（金曜日）    午前１０時 開議 

   １ 開  議 

   ２ 会議録署名議員の指名 

   ３ 市長行政報告（追加） 

   ４ 認定第 １号 平成１８年度防府市水道事業決算の認定について 

            （水道事業決算特別委員会委員長報告） 

   ５ 議案第６０号 防府市手数料条例中改正について 

            （建設委員会委員長報告） 

   ６ 議案第６７号 平成１９年度防府市一般会計補正予算（第２号） 

            （各常任委員会委員長報告） 

   ７ 議案第６８号 平成１９年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 

            （総務委員会委員長報告） 

     議案第６９号 平成１９年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

     議案第７１号 平成１９年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第７２号 平成１９年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

     議案第７３号 平成１９年度防府市老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第７４号 平成１９年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

            （以上教育民生委員会委員長報告） 

     議案第７０号 平成１９年度防府市公共下水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

            （建設委員会委員長報告） 

   ８ 報告第３１号 平成１８年度防府市一般会計継続費精算報告について 

   ９ 報告第３２号 平成１８年度防府市公共下水道事業特別会計継続費精算報告に 

            ついて 

   10 認定第 ２号 平成１８年度決算の認定について 
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   12 議員派遣について 

   13 常任委員会の閉会中の継続調査について 

───────────────────────────────────────── 
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      １８番  髙 砂 朋 子 君      １９番  安 藤 二 郎 君 

      ２０番  今 津 誠 一 君      ２１番  河 村 龍 夫 君 

      ２２番  久 保 玄 爾 君      ２３番  山 下 和 明 君 

      ２４番  馬 野 昭 彦 君      ２５番  深 田 慎 治 君 

      ２６番  山 田 如 仙 君      ２７番  中 司   実 君 

      ２８番  田 中 健 次 君      ２９番  佐 鹿 博 敏 君 

      ３０番  行 重 延 昭 君 

───────────────────────────────────────── 

○欠席議員 

  なし 

───────────────────────────────────────── 

○説明のため出席した者 

市 長 松 浦 正 人 君  副 市 長 嘉 村 悦 男 君

会 計 管 理 者 内 藤 和 行 君  財 務 部 長 吉 村 廣 樹 君
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土 木 都 市 建 設 

部 長 
金 子 正 幸 君  理 事 島 本 正 輝 君

健 康 福 祉 部 長 山 下 陽 平 君  教 育 長 岡 田 利 雄 君

教 育 次 長 和 田 康 夫 君  水道事業管理者 中 村   隆 君

水 道 局 次 長 阿 部 勝 正 君  消 防 長 松 永 政 己 君

監 査 委 員 大 木 孝 好 君  監 査 委 員 平 田 豊 民 君

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員出席者 

議 会 事 務 局 長 中 村 武 文 君  議会事務局次長 徳 冨 健 司 君

───────────────────────────────────────── 

午前１０時    開議 

○議長（行重 延昭君） 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

───────────────────────────────────────── 

会議録署名議員の指名 

○議長（行重 延昭君） 本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。２９番、佐鹿議

員、２番、藤本議員、御両名にお願い申し上げます。 

 議事日程につきましては、お手元に配付しております日程に基づいて進行したいと思い

ますので、よろしく御協力のほどお願い申し上げます。 

───────────────────────────────────────── 

あいさつ 

○議長（行重 延昭君） この際、さきの本会議において、防府市教育委員会委員に選任

されました香川敬氏のごあいさつを受けます。 

〔教育委員会委員 香川  敬君 登壇〕 

○教育委員会委員（香川  敬君） 皆様、おはようございます。 

 このたび、教育委員に専任をされました香川でございます。一言、先生方にごあいさつ

をさせていただきます。 

 昨年の１２月に教育基本法が６０年ぶりに改正されました。そして、その関連三法、学

校教育法、地方教育行政法、教員免許法が改定されました。その中でも、とりわけ重要な

位置を占めておりますのが、学校、地域、家庭、この３つの連携の中で、家庭教育の重要

性が非常に強く社会形態の変化の中でうたわれております。 

 本市教育行政の中で、家庭教育、この支援、重要性をしっかりとかんがみて、大変微力

ではございますけれども、精進をしたいと考えております。 

 どうか先生方の御指導賜りますことをお願い申し上げまして、あいさつにかえさせてい
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ただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

───────────────────────────────────────── 

市長行政報告（追加） 

○議長（行重 延昭君） ここで、市長より、中心市街地公有地の売却の結果の報告につ

いて、行政報告を行いたい旨の申し出があります。 

 この際、市長行政報告を日程に追加することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 御異議ないものと認めます。よって、市長行政報告を日程に追

加することに決しました。 

 これより、市長行政報告を受けます。 

〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 中心市街地の公有地売却にかかる契約締結について御報告申し

上げます。 

 中心市街地の公有地の活用につきましては、都市機能を充実させ、中心市街地の活性化

と防府市のまちづくりに資することを目的に、豊かで旺盛な発想を備えた民間活力の導入

による土地利用を図るため、去る８月２８日、中心市街地に存する３カ所４物件の公有地

を条件付一般競争入札に付したところでございます。 

 その結果、防府駅みなとぐち広場用地及び市街地再開発事業用地西区については、落札

者が決定しましたので、今月１４日に土地売却契約を締結したところでございます。 

 防府駅みなとぐち広場用地につきましては、株式会社原弘産を相手方とし、８億

３，１４０万円で、市街地再開発事業用地西区につきましては、株式会社穴吹工務店及び

アールシーエフ有限会社の２社を相手方とし、３億８，２１０万円でそれぞれ売却するこ

とにいたしております。 

 これら用地の開発計画につきましては、防府駅みなとぐち広場用地は、１階部分を店舗

とする分譲マンションとホテルを、また市街地再開発事業用地西区においても、分譲マン

ション及びホテルを計画されております。 

 なお、応募のございませんでした都市再開発用地旧国鉄官舎跡地につきましては、今回

の入札が不調となった原因を調査、分析いたしまして、再度、入札に付すことも含め、今

後の方向性を見い出したいと考えております。 

 以上、御報告申し上げます。 

○議長（行重 延昭君） ただいまの行政報告に対する質疑がございましたら、お願いい
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たします。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 以上で行政報告を終わります。 

───────────────────────────────────────── 

認定第１号平成１８年度防府市水道事業決算の認定について 

（水道事業決算特別委員会委員長報告） 

○議長（行重 延昭君） 認定第１号を議題といたします。本件については、水道事業決

算特別委員会に付託されておりましたので、委員長の報告を求めます。藤本特別委員長。 

〔水道事業決算特別委員長 藤本 和久君 登壇〕 

○２番（藤本 和久君） 認定第１号平成１８年度防府市水道事業決算の認定につきまし

て、去る９月１４日、委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果について

御報告申し上げます。 

 本決算につきましては、さきに監査委員から審査意見書が提出されておりますが、委員

会といたしましては、執行部からの参考資料により説明を受け、審査を行ったものでござ

います。 

 初めに、水道事業会計決算について申し上げます。 

 業務量につきましては、年間総有収水量は、１，２７０万５，９６９立方メートルで、

前年度と比較すると、１３万２，６１５立方メートル減少しております。 

 有収水量率につきましては、公道漏水対策の効果等により漏水量が減少し、前年度実績

を０．５ポイント上回る９０．４％になっております。 

 建設改良事業では、管網整備・未給水地区等への送配水管の布設工事、経年管や石綿セ

メント管の布設替工事並びに本橋水源地の流量計の取替校正工事等が実施されております。 

 これらの事業等を実施した結果、収益的収支については２億２，０２０万１，４９４円

の当年度純利益となり、基本的収支については、９億４６８万９，９２５円の収入不足を

生じましたが、この不足額は損益勘定留保資金や減債積立金などで補てんされております。 

 な お、当年度未処分利益剰余金のうち、当年度純利益相当額２億２，０２０万

１，４９４円を減債積立金として処分し、残額を翌年度に繰り越すものです。 

 審査の過程における質疑等の主なものといたしまして、「他市では、水道管が破裂し道

路が陥没するなどのニュースがあったが、経年管の状況はどうなっているのか。また、石

綿セメント管の布設替えは、どのくらいの期間がかかるのか」との質疑に対し、「水道管

の破損事故は、主として枝管のサービス管部分である塩化ビニール管で発生しております

ので、大きな漏水事故は起こらないと考えております。また、石綿セメント管は、平成
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１８年度末で４，９５２．５メートルの延長が残っており、布設替えは５年程度で、年間

１，０００メートルの施工を目標としておりますが、交通量の多いところや施工が困難な

場所も残存しており、施工延長も減少せざるを得ないと考えております」との答弁がござ

いました。 

 また、「石綿セメント管の撤去作業における、健康障害への予防については、どのよう

な対策を講じているのか」との質疑に対し、「アスベストが粉じんとなって大気に放出さ

れ、呼吸器系に吸い込むことが問題になっております。石綿セメント管を撤去する場合は、

健康被害のないように、作業される方は基準のマスクを装備しております。また、アスベ

ストを大気に放出しないように、沿線の方、運搬のルート、運搬方法に関しても制限をし

ておりますし、湿潤状態での作業等も行い、十分な予防対策を講じております」との答弁

がございました。 

 さらに、「水道料金は、平成１３年に９．８％の値上げがあったが、昨年の決算特別委

員会において、水道事業管理者は、平成２２年度までは料金を上げない、さらに、もう

５年ぐらい延ばしたいと回答されたが、今後の将来計画はどうなっているのか」との質疑

に対し、「少子・高齢化や節水機器の普及により、給水収益は、今後も０．５ないし

０．６％程度減少していくものと予測しておりますが、経営の効率化や経費削減に努める

ことにより、現行の水道料金を可能な限り維持したいと考えております」との答弁がござ

いました。 

 次に、工業用水道事業会計決算について申し上げます。 

 収益的収支については、１，００５万７，１７７円の当年度純利益となり、資本的収支

については、１０９万５，０００円の収入不足を生じましたが、この不足額は、損益勘定

留保資金で補てんされております。 

 なお、当年度未処分利益剰余金のうち、６０万円を法定利益積立金として処分し、残額

を翌年度に繰り越すものです。 

 工業用水道事業会計決算につきましては、執行部の説明を了とし、御報告申し上げる事

項はございませんでした。 

 審査を尽くしたところで、認定についてお諮りいたしましたところ、全員異議なく、原

案のとおり承認した次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（行重 延昭君） ただいまの委員長報告に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 質疑を終結して討論を求めます。２８番。 
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○２８番（田中 健次君） 予算審議の際にも申し上げましたが、憲法の言う応能負担原

則が、租税制度のあり方のみならず、地方自治体の使用料等にも貫かなければならないと

考えております。その点で、消費税を使用料等に上乗せすることは問題があり、賛成しが

たい旨、態度表明いたします。 

○議長（行重 延昭君） 討論を終結してお諮りいたします。本件については反対の意見

もありますので、起立による採決といたします。認定第１号については、委員長の報告の

とおりこれを認定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者 起立〕 

○議長（行重 延昭君） 起立多数でございます。よって、認定第１号については、原案

のとおり認定することに決しました。 

───────────────────────────────────────── 

議案第６０号防府市手数料条例中改正について 

（建設委員会委員長報告） 

○議長（行重 延昭君） 議案第６０号を議題といたします。本案については、建設委員

会に付託されておりましたので、委員長の報告を求めます。山田建設委員長。 

〔建設常任委員長 山田 如仙君 登壇〕 

○２６番（山田 如仙君）  議案第６０号防府市手数料条例中改正につきまして、去る

９月２１日に委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果について御報告申

し上げます。 

 本案は、耐震偽装事件の発生を防止し、法令遵守を徹底することにより、建築物の安全

性に対する国民の信頼を回復するため、建築基準法等が改正されたことによるものです。 

 主な改正の内容につきましては、一定の高さ以上等の建築物について、従来行われてい

た審査に加え、県知事指定の構造計算適合性判定機関による審査が新たに義務づけられた

ことから、当該判定にかかる費用を従来の確認申請手数料に別途加算することとし、国・

県等の建築物等に係る建築確認、完了検査、中間検査についても、通常の確認申請等の手

数料と同額の手数料を定めるとともに、所要の条文整備を行うものでございます。 

 審査の過程におきまして、「今回の改正によって、防府市が確認を行う件数は何件くら

いで、具体的にはどのような案件が予想されるのか」との質疑に対し、「該当する件数は

ほとんどないと思われ、あるとすれば、古民家を移築するというような特殊な案件になる

と思われます」との答弁がございました。 

 また、「これまでより厳格に審査を行うために構造計算適合性判定を行うということで

あったが、従来も構造計算審査等はされている。今回の改正では、本来行政の業務である、
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審査にかかる手数料を原因者に負担させてまで新たな審査を義務づけている。従来の構造

計算は信用できないのか」との質疑に対し、「従来も厳重に審査しておりましたが、建物

をより安全・安心なものとするため、原因者に費用を負担いただき、二重のチェックを行

うものでございます」との答弁がございました。 

 審査を尽くしたところで、本案についてお諮りいたしましたところ、全員異議なく、原

案のとおり承認いたした次第でございます。 

 よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君） ただいまの委員長報告に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 質疑を終結して討論を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 討論を終結してお諮りいたします。本案については、委員長報

告のとおり、これを可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第６０号については

原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────── 

議案第６７号平成１９年度防府市一般会計補正予算（第２号） 

（各常任委員会委員長報告） 

○議長（行重 延昭君） 議案第６７号を議題といたします。本案については、各常任委

員会に付託されておりましたので、まず総務委員長の報告を求めます。安藤総務委員長。 

〔総務常任委員長 安藤 二郎君 登壇〕 

○１９番（安藤 二郎君） さきの本会議におきまして、各常任委員会に付託となりまし

た議案第６７号平成１９年度防府市一般会計補正予算（第２号）中、総務委員会所管事項

について、去る９月２０日、委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果に

ついて御報告申し上げます。 

 今回の補正の主な内容といたしまして、歳入面では、好調な企業活動に伴い法人市民税

の増額及び企業の設備投資に係る固定資産税償却資産の増額を計上しています。 

 次に、地方交付税では、本年度の普通交付税の交付額が決定したことに伴う当初予算と

の差額を計上し、普通交付税の減額に伴う財源調整のため、財政調整基金から繰り入れて

おります。 

 繰越金は、平成１８年度決算に伴う繰越額が確定したことから、既計上額との差額を補
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正しております。 

 歳出面では、地域振興費において、石が口自治会館の新築工事に伴う地区公共用施設助

成金を、また消防費では、消防団活動服の追加購入費及び消防団員退職報償金の支給に係

る掛金の額が引き上げられたことに伴う差額を補正しております。 

 審査の過程における質疑等の主なものを申し上げますと、「地方交付税の約５億

２，０００万円の減額は、法人市民税の増収によるものか」との質疑に対し、「普通交付

税の算定において、個人住民税の伸びによる影響は、国と同程度の見込みでしたけれども、

法人市民税の法人税割の伸びについて、国が本市の見込みよりも大きく見込んだため減額

となったものです。これについては、向こう３年間で実績額を勘案して調整されます」と

の答弁がございました。 

 また、「地区公共用施設助成金に関して、新たに自治会館を建てる場合、土地の購入費

や建築費等で多大な経費を要するため、現行、２５０万円の助成上限の引き上げについて

配慮していただきたい」との要望がございました。 

 審査を尽くしたところでお諮りいたしましたところ、全員異議なく、原案のとおり承認

した次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君） 次に、教育民生委員長の報告を求めます。弘中教育民生委員長。 

〔教育民生常任委員長 弘中 正俊君 登壇〕 

○６番（弘中 正俊君） さきの本会議におきまして、教育民生委員会に付託となりまし

た議案第６７号平成１９年度防府市一般会計補正予算（第２号）中、教育民生委員会所管

事項につきまして、去る９月２１日、委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯

と結果について御報告申し上げます。 

 今回の補正の主なものといたしまして、歳入につきましては、補助事業等に伴う国庫支

出金のほか、寄附金が計上されているものでございます。 

 次に、歳出につきまして、まず民生費では、高齢者福祉費において、小規模多機能型居

宅介護への移行促進に係る経費を補助するための経費が計上されているものや、平成

１８年度事業の精算に伴い、県返還金及び繰出金が計上されているものでございます。 

 次に、衛生費では、環境衛生費において、自治会一斉清掃に伴い、土砂等収集運搬委託

に要する経費の増額が計上されているものでございます。 

 次に、教育費では、教育指導費において、中学校における問題行動等の早期発見・早期

対応や未然防止及び生徒の安全確保を図るための生徒指導推進協力員の配置に要する経費

及び学校支援員派遣事業における学校支援員の増員に要する経費が計上されているもので
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ございます。 

 学校管理費、図書館費において、指定寄附金を図書購入費に充てる経費が計上されてい

るものでございます。 

 社会教育施設費において、文化福祉会館屋上に設置の天体観測ドーム解体工事に要する

経費が計上されているものでございます。 

 審査の過程における主な質疑につきましては、「天体観測ドームの解体に伴う天体望遠

鏡の取り扱いについては、山口県天文協会へ譲渡した上で、修理及び維持管理をしていた

だき、将来、市が天体望遠鏡を受け入れる設備を設けた場合に、天体望遠鏡を設置し、市

民が利用できる機会を提供するという覚書を交わしたとのことだが、今後の活用方針の検

討はどう進めるのか」との質疑に対して、「今後のあり方については、早い時期に専門知

識のある方を含めた検討委員会を設置し、有効な活用方法を協議したいと考えておりま

す」との答弁がございました。これに対して、「この天体望遠鏡の反射鏡は田阪鏡といっ

て、世界的に有名なものであるので、長期間、天文協会に預けるということがないように、

早急に検討委員会を発足し、有効活用できるよう論議していただきたい」との要望がござ

いました。 

 審査を尽くしたところでお諮りいたしましたところ、全員異議なく、原案のとおり承認

した次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（行重 延昭君） 次に、経済委員長の報告を求めます。重川経済委員長。 

〔経済常任委員長 重川 恭年君 登壇〕 

○８番（重川 恭年君） 議案第６７号平成１９年度防府市一般会計補正予算（第２号）

中、経済委員会所管事項につきまして、去る９月２０日、委員会を開催し、審査いたしま

したので、その経緯と結果について御報告申し上げます。 

 今回の補正の主なものといたしましては、農林水産業費の農業費において、補助金名称

の変更に伴い、地域水田農業再構築推進事業補助金から水田農業構造改革推進事業費補助

金への組み替えを行っているもの及び農事組合法人切畑ファームへの農機具購入に対する

補助金が計上されているものでございます。 

 当委員会といたしましては、特段御報告申し上げる事項もなく、執行部の説明を了とし、

全員異議なく、原案のとおり承認した次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君） 次に、建設委員長の報告を求めます。山田建設委員長。 

〔建設常任委員長 山田 如仙君 登壇〕 
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○２６番（山田 如仙君） ただいま議題となっております議案第６７号平成１９年度防

府市一般会計補正予算（第２号）中、建設委員会所管事項につきまして、去る９月２１日

に委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果について御報告申し上げます。 

 今回の補正の主なものといたしましては、歳出につきまして、補助事業の増額内示に伴

う補正及び土木費の都市計画総務費において、アスベストによる被害の未然防止を図るた

め、市内の民間建築物を対象としたアスベスト改修型優良建築物等整備事業に対する補助

金及び地震に対する安全性の向上を図るため、耐震診断を実施する民間の公共的建築物を

対象とした建築物耐震化促進事業に対する補助金等が計上されているものでございます。 

 また、債務負担行為の補正につきましては、雨水排水施設維持管理業務委託事業が計上

されているものでございます。 

 委員会といたしましては、特段御報告申し上げる質疑等もなく、執行部の説明を了とし、

全員異議なく、原案のとおり承認いたした次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君） ただいまの各常任委員長の報告に対し、一括して質疑を求めま

す。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 質疑を終結して討論を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 討論を終結してお諮りいたします。議案第６７号については、

各常任委員長の報告のとおり、これを可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第６７号については

原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────── 

議案第６８号平成１９年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 

（総務委員会委員長報告） 

議案第６９号平成１９年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第７１号平成１９年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第７２号平成１９年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第７３号平成１９年度防府市老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第７４号平成１９年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

（以上教育民生委員会委員長報告） 
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議案第７０号平成１９年度防府市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

（建設委員会委員長報告） 

○議長（行重 延昭君） 議案第６８号から議案第７４号までの７議案を一括議題といた

します。 

 まず、総務委員会に付託されておりました議案第６８号について、委員長の報告を求め

ます。安藤総務委員長。 

〔総務常任委員長 安藤 二郎君 登壇〕 

○１９番（安藤 二郎君） 議案第６８号平成１９年度防府市競輪事業特別会計補正予算

（第１号）につきまして、去る９月２０日、委員会を開催し、審査いたしましたので、そ

の経緯と結果について御報告申し上げます。 

 今回の補正の内容といたしましては、歳入では、全国競輪施行者協議会補助金及び日本

自転車普及協会助成金並びに平成１８年度決算に基づく前年度繰越金を計上しております。 

 歳出では、平成２０年１月からの１２レース制開始に伴う競輪選手宿舎の改修工事を補

正計上するものでございます。 

 審査の過程における質疑の主なものを申し上げますと、「１２レース制の開始に伴う施

設改修は全額助成されるが、出走数が増えることで、市としての負担はどうか」との質疑

に対し、「レース数は増えますが、平成２０年１月から３月で、ＦⅡ開催が１節削減され

ますので、選手の出場手当や日当、賃金、委託料等合わせて約８５０万円程度の経費が削

減となります。また、現在、４月から１２月で３節の削減が検討されております」との答

弁がございました。 

 審査を尽くしたところでお諮りいたしましたところ、全員異議なく、原案のとおり承認

した次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君） 次に、教育民生委員会に付託されておりました議案第６９号及

び議案７１号から議案第７４号について、委員長の報告を求めます。弘中教育民生委員長。 

〔教育民生常任委員長 弘中 正俊君 登壇〕 

○６番（弘中 正俊君） ただいま議題となっております、議案第６９号、議案第７１号、

議案第７２号、議案第７３号及び議案第７４号の５議案につきまして、去る９月２１日、

教育民生委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果について御報告申し上

げます。 

 今回の補正につきまして、最初に、議案第６９号平成１９年度防府市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）につきましては、歳入では、後期高齢者医療制度創設準備事
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業に伴う国庫支出金及び平成１８年度決算に基づく前年度繰越金を計上し、歳出において、

平成１８年度療養給付費の確定に伴う国庫負担金等の返還金が計上されているものでござ

います。 

 次に、議案第７１号平成１９年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）及び議

案第７２号平成１９年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号）につきまし

ては、平成１８年度決算に基づき、歳入では、前年度繰越金を計上し、歳出において、同

額が予備費として計上されているものでございます。 

 次に、議案第７３号平成１９年度防府市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、平成１８年度事業の精算に伴い、歳入では、支払基金交付金及び国庫支出金

の過年度分の減額を計上し、歳出において、国及び県への返還金を計上するとともに、繰

上充用金の減額が計上されているものでございます。 

 次に、議案第７４号平成１９年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、平成１８年度決算に基づき、国・県支出金及び支払基金交付金の清算並びに

剰余金の介護保険給付費準備基金への積み立てが計上されているものでございます。また、

サービス事業勘定から保険事業勘定の地域支援事業への給与関係費の組み替えなどが計上

されているものでございます。 

 審査を尽くしたところでお諮りいたしましたところ、当委員会といたしましては、５議

案とも、執行部の説明を了といたしまして、全員異議なく、原案のとおり承認いたした次

第でございます。 

 以上、当委員会に付託されました特別会計補正予算の５議案について御報告申し上げま

すので、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（行重 延昭君） 次に、建設委員会に付託されておりました議案第７０号につい

て、委員長の報告を求めます。山田建設委員長。 

〔建設常任委員長 山田 如仙君 登壇〕 

○２６番（山田 如仙君） ただいま議題となっております議案第７０号平成１９年度防

府市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につきまして、去る９月２１日に委員会

を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果について御報告申し上げます。 

 今回の補正は、浄化センター及び雨水排水設備維持管理業務委託事業の債務負担行為が

計上されているものでございます。 

 委員会といたしましては、特に御報告申し上げる質疑等もなく、執行部の説明を了とし、

全員異議なく、原案のとおり承認した次第でございます。 

 以上、御報告いたしますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 
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○議長（行重 延昭君） ただいまの各委員長報告に対し、一括して質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 質疑を終結して、一括して討論を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 討論を終結してお諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第６８号から議案第７４号までの７議案については、関係各常任委員長の報告の

とおり、これを可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第６８号から議案第

７４号までの７議案については、原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────── 

報告第３１号平成１８年度防府市一般会計継続費精算報告について 

○議長（行重 延昭君） 報告第３１号を議題といたします。理事者の補足説明を求めま

す。市長。 

〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 報告第３１号平成１８年度防府市一般会計継続費精算報告につ

いて御説明申し上げます。 

 本案は、平成１６年３月定例市議会におきまして継続費の設定をいただきました基地周

辺障害防止対策事業外１事業の継続年度が終了いたしましたので、地方自治法施行令第

１４５条第２項の規定により御報告申し上げるものでございます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君） 本件に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 以上で報告第３１号を終わります。 

───────────────────────────────────────── 

報告第３２号平成１８年度防府市公共下水道事業特別会計継続費精算報告について 

○議長（行重 延昭君） 報告第３２号を議題といたします。理事者の補足説明を求めま

す。市長。 

〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 報告第３２号平成１８年度防府市公共下水道事業特別会計継続

費精算報告について御説明申し上げます。 

 本案は、平成１７年３月定例市議会におきまして継続費の設定をいただきました公共下
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水道事業（右田中継ポンプ場建設工事）の継続年度が終了いたしましたので、地方自治法

施行令第１４５条第２項の規定により御報告申し上げるものでございます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君） 本件に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 以上で報告第３２号を終わります。 

───────────────────────────────────────── 

認定第２号平成１８年度決算の認定について 

○議長（行重 延昭君） 認定第２号を議題といたします。理事者の補足説明を求めます。

市長。 

〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 認定第２号平成１８年度決算の認定について御説明申し上げま

す。 

 この決算は、地方自治法第２３３条第３項の規定によりまして、監査委員の意見を付し

て、議会の認定をいただくものでございます。 

 なお、地方自治法第２４１条第５項の規定によりまして、定額基金の運用状況を示す書

類及びこれに関する監査委員の意見書をあわせて提出いたしております。 

 また、決算の各部門における主要な施策の成果を説明する書類も資料として配付いたし

ておりますので、ごらんいただきますようお願い申し上げます。 

 決算の概要を申し上げますと、一般会計におきまして、予算現額３６５億１，０７１万

１２５円に対しまして、収入済額は３５８億７，０１２万９，３９９円、支出済額は

３４６億８，２２６万９，４７３円と相なり、歳入歳出差引額は１１億８，７８５万

９，９２６円の歳入増となりますが、繰越明許費として翌年度へ繰り越すべき財源が１億

６，１９７万３３７円必要となるため、実質収支で１０億２，５８８万９，５８９円の黒

字決算となっております。 

 しかしながら、引き続き厳しい状況にあることを十分に認識し、効率的な行政運営と財

政の健全化になお一層の努力を傾注してまいる所存であります。 

 次に、特別会計でございますが、まず競輪事業特別会計につきましては、予算現額

１８１億５，７９３万円に対しまして、収入済額は１８０億７３２万４，２４９円、支出

済額は１７７億５，３６５万９，８０４円と相なり、歳入歳出差引額２億５，３６６万

４，４４５円を翌年度へ繰り越しているものでございます。 

 次に、国民健康保険事業特別会計でございますが、予算現額１０８億５，４５７万
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４，０００円に対しまして、収入済額は１０８億４９２万４，２２０円、支出済額は

１０４億６，６６０万２，１３４円と相なり、歳入歳出差引額３億３，８３２万

２，０８６円を翌年度へ繰り越しているものでございます。 

 次に、索道事業特別会計でございますが、予算現額７，１６８万４，０００円に対しま

して、収入済額、支出済額とも６，８１５万５，６８４円と相なり、歳入歳出差引額はゼ

ロとなっております。 

 次に、と場事業特別会計でございますが、予算現額１，１４６万円に対しまして、収入

済額、支出済額とも１，０７３万１，５９４円と相なり、歳入歳出差引額はゼロとなって

おります。 

 次に、青果市場事業特別会計でございますが、予算現額１億２３８万５，０００円に対

しまして、収入済額、支出済額とも９，８９４万３，３８４円と相なり、歳入歳出差引額

はゼロとなっております。 

 次に、同和地区住宅資金貸付事業特別会計でございますが、予算現額２億３，３２２万

９，０００円に対しまして、収入済額は３，４１１万８，０２０円、支出済額は２億

３，２７５万８，１５９円と相なり、差引不足額１億９，８６４万１３９円を翌年度歳入

から繰上充用いたしております。 

 次 に、公共下水道事業特別会計でございますが、予算現額６３億２，４１９万

３，９９１円に対しまして、収入済額は４７億８，０１６万１，６０９円、支出済額は

５５億７，７２０万８，６２８円と相なり、差引不足額７億９，７０４万７，０１９円と、

繰越明許費として翌年度へ繰り越すべき財源の４，８６８万９，９５０円を合わせた８億

４，５７３万６，９６９円を翌年度歳入から繰上充用いたしております。 

 次に、駐車場事業特別会計でございますが、予算現額３，２２１万３，０００円に対し

まして、収入済額は３，２８８万２，５３８円、支出済額は１，３０４万８，７９５円と

相なり、歳入歳出差引額１，９８３万３，７４３円を翌年度へ繰り越しているものでござ

います。 

 次に、交通災害共済事業特別会計でございますが、予算現額２，１５３万円に対しまし

て、収入済額は２，００３万４，３９８円、支出済額は１，４３８万８，８７９円と相な

り、歳入歳出差引額５６４万５，５１９円を翌年度へ繰り越しているものでございます。 

 次に、老人保健事業特別会計でございますが、予算現額１２３億３，０７６万円に対し

ま し て 、 収 入 済 額 は １ １ ９ 億 ５ ， ６ ２ ７ 万 ８ ， ８ ７ １ 円 、 支 出 済 額 は １ ２ ０ 億

７，７４３万７，８７１円と相なり、差引不足額１億２，１１５万９，０００円を翌年度

歳入から繰上充用いたしております。 
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 最 後に、介護保険事業特別会計でございますが、予算現額７０億６，７１１万

４，０００円に対しまして、収入済額は７０億２，６０６万３，１３２円、支出済額は

６ ７ 億 ５ ， ７ ９ ９ 万 ６ ， ９ ７ １ 円 と 相 な り 、 歳 入 歳 出 差 引 額 ２ 億 ６ ， ８ ０ ６ 万

６，１６１円を翌年度へ繰り越しているものでございます。 

 以上、一般会計及び特別会計それぞれの決算概要を簡単に御報告申し上げましたが、先

ほど申し述べましたように、監査委員の審査意見書、その他関係附属書類をお届けいたし

ておりますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君） 本件に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 質疑を終結してお諮りいたします。本件ついては、なお審査の

要があると認めますので、１３名の委員をもって構成する一般・特別会計決算特別委員会

を設置し、同委員会に付託の上、閉会中の継続審査といたしたいと思いますが、御異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 御異議ないものと認めます。よって認定第２号につきましては、

１３名の委員をもって構成する一般・特別会計決算特別委員会を設置し、これに付託の上、

閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 

 これより一般・特別会計決算特別委員会の委員を防府市議会委員会条例第８条第１項の

規定により、次のとおり御指名いたします。事務局長より報告させます。事務局長。 

○議会事務局長（中村 武文君） 御報告いたします。敬称は省略させていただきます。 

 安藤議員、伊藤議員、今津議員、大村議員、河杉議員、木村議員、髙砂議員、田中議員、

弘中議員、藤野議員、松村議員、三原議員、山田議員、以上の１３名でございます。 

○議長（行重 延昭君） ただいま報告いたしましたとおり、一般・特別会計決算特別委

員会にそれぞれ御指名したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 御異議ないものと認めます。よって、一般・特別会計決算特別

委員会には、ただいま御指名いたしました方々を選任することと決しました。 

 ここで、特別委員会の正副委員長の互選をお願いいたします。委員会開催のため、暫時

休憩をいたします。なお、委員会の開催場所は１階の議会運営委員会室ですので、よろし

くお願いいたします。 

 暫時休憩。 

午前１０時５５分 休憩 
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───────────────────────────────────────── 

午前１１時 ９分 開議 

○議長（行重 延昭君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

───────────────────────────────────────── 

○議長（行重 延昭君） 休憩中に委員会が開催され、正副委員長が選出されましたので、

御報告いたします。委員長には伊藤議員、副委員長には髙砂議員、以上でございます。 

───────────────────────────────────────── 

決議第２号市民生活を支える道路整備財源確保を求める要望決議 

○議長（行重 延昭君） 決議第２号を議題といたします。提出者の補足説明を求めます。

２４番、馬野議員。 

〔２４番 馬野 昭彦君 登壇〕 

○２４番（馬野 昭彦君） 決議第２号市民生活を支える道路整備財源確保を求める要望

決議について御説明申し上げます。 

 道路は、活力ある経済、安全・安心・快適な市民生活を実現するために必要不可欠な社

会基盤であります。地方道路の整備はまだ不十分であり、道路整備の推進が強く求められ

ています。平成２０年度の政府予算編成に当たって、道路整備のために必要な財源の確保

を求めようとすることについて決議しようとするものでございます。 

 皆様方の御賛同を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君） 本件に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 質疑を終結してお諮りいたします。本件ついては、委員会付託

を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 討論を終結してお諮りいたします。本件ついては、これを可決

することについて御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 御異議ないものと認めます。よって、決議第２号については原

案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────── 

議員派遣について 
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○議長（行重 延昭君） 次に、議員派遣についてお諮りいたします。 

 地方自治法第１００条第１２項及び防府市議会会議規則第１５６条の規定により、お手

元に配付しておりますとおり議員を派遣することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 御異議ないものと認めます。よって、お手元に配付いたしてお

りますとおり、議員を派遣することに決しました。 

───────────────────────────────────────── 

常任委員会の閉会中の継続調査について 

○議長（行重 延昭君） 次に、常任委員会の閉会中の継続調査についてお諮りいたしま

す。 

 各常任委員長から、委員会において調査中の所管事務について、防府市議会会議規則第

１０１条の規定により、お手元に配付しております申し出書のとおり、閉会中の継続調査

の申し出がありました。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査に付すること

に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君） 御異議ないものと認めます。よって、各常任委員長からの申し

出のとおり、閉会中の継続調査に付することに決しました。 

───────────────────────────────────────── 

○議長（行重 延昭君） 以上で、今期定例会に付議されました案件はすべて議了いたし

ました。これをもちまして、平成１９年第３回防府市議会定例会を閉会いたします。長時

間にわたり慎重な御審議をいただきまして、ありがとうございました。 

午前１１時１３分 閉会 

───────────────────────────────────────── 

  地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

   平成１９年９月２８日 

 

               防府市議会議長   行 重 延 昭 

 

               防府市議会議員   佐 鹿 博 敏 

 

               防府市議会議員   藤 本 和 久 
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